


　BS朝日「朝まで生テレビ」（７月
27日）で、日本共産党の山添拓政
策委員長が「外国人への偏見をあ
おるデマが広げられている」などと、
参政党の梅村みずほ参院議員と交
わした論戦が話題になっています。

万博経費でカジノ用地を掘削 デマと差別は許さない

事業者への“闇支援”20億円超発覚

カジノ事業者と“密約”
議会も市民も知らされず
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　問題は、この便宜供与が議会にも市民に
も知らされないまま秘密裏に行われたこと。
もともとカジノ業者は盛り土した状態での土
地の引き渡しを希望していましたが、事業検
討のなかで「大量の残土が発生する」として、
盛り土を取りやめ掘削に転じました（左の
表）。カジノ業者いいなりで大阪府・市が条
件を修正し優遇を重ねたことは大問題です。

　生活保護や国民健康保険を外国人が「悪
用」「タダ乗り」しているとの主張について
山添氏は、「そうした事実はまったくない。実
際には（外国籍の生活保護受給世帯は３割で
なく）３％に満たない」、「国保に入っている
人はいるが、実際に医療を受けている人は（保
険加入率より）少ない。むしろ保険料を払っ
て日本を支えている」と事実を語りました。
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「朝生」で山添政策委員長

外国人犯罪多い？
　山添氏は、「外国人への事実に基
づかないデマが振りまかれ、偏見が
あおられた」と指摘。外国人の犯罪
が増えたとの言説について、「むし
ろ検挙件数は減っている。20年で３
分の１」と反論しました。

生保・国保「ただ乗り」？

万博・大屋根リング（中央奥）の北側で進むカジ
ノリゾート建設＝7月下旬、大阪市此花区夢洲

　「しんぶん赤旗」の「万博経費でカジノ用
地掘削」のスクープ（７月10日付）。その内
容は、▽カジノ用地（大阪市此花区夢洲の市
有地）を大阪府・市が万博経費で掘削▽カ
ジノ・リゾート本体工事の残土処分費など20
億円超を軽減▽カジノ業者に費用を請求しな
かったというもの。これに対し、横山英幸大
阪市長（大阪維新の会代表代行）は、カジ
ノ業者への便宜供与を否定してきました。
　ところがこの間、横山市長らの弁明を覆す
証拠として大阪府・市が作成した文書「夢洲

残土処分計画
に つ い て」
（2021年２月）
の存在が明ら
かに。同文書
は「IR区域の
土砂を鋤取り
（＝掘削）し、万博区域に流用することでIR
の建設残土を200㎥から120万㎥に抑制」
すると目的を明記。建設残土約80万㎥分の
処分費や運搬費約20億円超の便宜をカジノ
業者に図ったことが示されています。
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